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仙台市は介護保険制度の 改正 に合わ せ て ､
彗鵬5 年

に向け ､ ｢ 地域包括ケ ア｣ の まちづくり を目指 しますゆ

その た 捌 こは ､ 市民が持っ てい るそれぞれの力を発

揮し､ 多様な地域資源と連携 して 高齢者を支え る地域

づくり が求められます｡

そ こ で ､ 仙台市市民協働事業提案制度を活用 して ､ 地域

福祉に放り組んで いる ｢
~
ⅣP O 福祉ね っ と宮城｣ が ､ 喪題

解決の た秒紛ボランテ ィ ア養成研修と､ 地域連携会議 仙

台市と地域の多様な福祉機関の 情報交換の場) を実施 しま

した｡ その 報告と､ 今後に向けた仙台市の取 り組みを基調

講演で聞き ､ 今､ 把摸 して いる社会資源や様 々 な取潤 組み

を聞い て ､ 私たちが 出来る こ とは何か ､ ご
一

緒に考えて い

きませ ん か ?
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･ 座長 く東北学院大学経済学部教授

; ･ 仙台市社会福祉協読会

阿部重樹氏)

地域包括支援セ ン タ
ー 連絡協轟会

: ∈泉中央地域包括､ 双葉ヶ 丘地域包括)

:
･ 仙台市市民活動サポ ー トセ ンタ ー

; ■ 仙台市 (高齢企画課 ･ 介簡予防推準室

; 社会課 ■ 市民協働推遼課)

も ･ N P O 福祉ね っ と宮城
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● 1 3 時 劫 分 開会 (1 3 暗闘場)

≪
､
基調講演≫ 仙台市高齢企画課

｢仙 台市の介護保贋と高齢者保健福祉

計画に つ い て｣

≪報告 ≫ N P O 福祉ね っ と宮城

｢ 実態調査と仙台市の社会資源｣

くく バ ネ/ レディ ス カ ッ シ ョ ン ≫

･ ユ
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ー ･ ‥ 阿部重樹 氏

･ 仙台市高齢企画課

･ 仙台市社会福祉協議会

･ 双葉ヶ 丘 地域包括支援 セ ン タ ー

･ ⅣP O 福祉ね っ と宮城

● 15 時 3 0 分 開会
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★申込書★

開催日 平成2 7 年 3 月 2 7 日 ( 金)

お名前

団体名 ( ある方)

住 所

℡連絡先

メ ー ル

【N 円〕福祉ね っ と宮城】

N P O 福祉ねっ と宮城は､ 仙台市内の地域福祉に取り絹んでいる団体の協茜会 (1 2 団体) ですム

介護保険制度変更にあたり､ 住民 摘 心して暮らし続けられる地域づくりの推進を目的に､ 仙台市市

民協働事業提案制度に応募 して採択され､ 各地域で学習会やボランテ ィア講座を開催して います｡ また ､

高齢施策にかかわる各担当誅 (高齢企画課 ･ 介準予防推進室 ･ 社会課) や市民協働推進課と協働 し､ 地

域連携会議を開催しています｡
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